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はじめに

情報処理技術の分野では、携帯電話、インターネット、 e-コマース、電子政府などの新しい

サービスが次々と現れ、かっその発展は急速で、ある。これらを支える技術も広範囲となり、一人

の教官がこれらすべてをカバーして学生に教えるのは困難な状況になりつつある。

そこで、このカバーで、きない領域を外部の専門家に講義してもらうことを考えている。しかし、

長崎大学は情報発信の中心地である東京から遠く離れており優秀な講師を依頼すると、経費や時

間の確保の点で問題が生じる。

そこで安価で手軽に、だれもが利用できるインターネット(Ip網:注1)を用いた遠隔講義を

企画した。講義自体は、当学科で外部講師に依頼している集中講義をテストケースとして取り上

げ、講義の充実度、教育効果、準備のしやすさ、経済性について検討した。

ネットワークとシステムの選択

遠隔講義を行うには、衛星回線や専用回線を利用した遠隔会議システムを流用する方法が既に

存在する。これに対して最近は安価なインターネットを用いた遠隔会議システムを用いた遠隔講

義が普及し始めている。

このインターネットを利用した遠隔講義はパソコンの他に、カメラとマイクさえあれば、それ

を通信回線に接続することによって、だれとでも、いつで、も、場所を選ばずに情報の交換ができ

るので便利である。

今回は、図 lに示すようなインターネット上で動作する市販の遠隔会議システム Meeting

Plaza(N打 IT社製)を採用した。
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遠隔講義システム〉
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く図 1



このシステムは網内にサーノくーを設置し、送られてくる映像をサーバー上で、見やすく編集して

利用者に提供する“サーバー設置型の遠隔会議システム"である。使用料金は同時に利用する人

数によって異なり、初期費用が 3 万~7 万円で、月々の使用料はサービス内容で異なり 2，500 円

~11 万円となっている。 (詳細は wwwページ参照 : 注 2)

このシステムを選んだのは、ネットワークへの接続が容易なこと、サーバーを経由することで

複数の利用者聞の情報(例えば、画像)の送信と受信とが同時にできること、サーバー利用のた

めの予約が容易なこと、などである。

例えば、遠隔講義を行うためのサーバー予約の手順は、

事前準備 「①遠隔会議システムのホームページから、講義に使用する時間等の情報を入力

する(この操作により、サーバーを使用するためのURLを記載したメーノレ

が送られて来る)。

②講師にメーノレでURLを知らせる。

直前準備 |③使用時は、メーノレの中のURLをクリックするにの操作により、遠隔講義

用のソフトウェアが自動的にダウンロードされ、通信が可能となる)。

今回の遠隔講義の講師は神奈川県横浜市内の会社の一室から、講師所有のノー トノ号ソコンにカ

メラとマイクを接続し、 LAN経由でインターネットに接続して講義を行った。これに対し、受

講生側では図 1に示すように長崎大学工学部情報システム工学年ヰの演習室にノートパソコンを

持ち込んで接続した。

3.講義方法

受講生側では図2に示すように教室前方のスクリーンと各自のワークステーションのデ‘ィプレ

イ画面に講師の姿や講義の説明資料(パワーポイントの内容)が表示される。それらの映像は状

況に応じて、カメラ映像、あるいはパワーポイントの画像を単独もしくはマルチで映し出すこと

ができる。

また、音声は室内の天井に埋め込まれたマルチスビーカーによって放送される。

<図2講義の風景>

つん



4. 講義内容

情報システム工学科では、「情報セキュリティ技術とその最近の動向」とし、うテーマで、情報科

学特別講義(選択科目 :3年生前期)を集中講義で開講している。

講師の中山先生は、情報通信のための暗号化ハードウェアや暗号化ソフトの商業化を進められ

ており、市場とのつながりが強い。しかし、ビジネスマンということから講師をお願し、してみる

と時間的な制約が多かった。そこでインターネットを利用した遠隔講義を行うことにした。

講義は、 8月5日の午後と 6日の午前の 2日間で行われた。講義内容の説明はパワーポイント

を使った画面をフ。ロジェクターと各受講生のws画面に表示し、講師による遠隔操作によって説

明の位置や強調部分は朱色のラインや丸印で囲んで説明された。

講義は最初に画面上に講師の姿を映して自己紹介などの情報交換を行い、次に講義へと移ったO

講義内容は以下の通りである。

①情報セキュリティ、不正アクセスの現状、 ②暗号・認証・ディジタル署名技術

③暗号の標準化と製品化、 ④著作権保護関連技術、 ⑤電子すかし技術、

⑥具体的応用システムの例;デモンストレーション

⑦互いの姿を画面上に映しての質駒芯答

講義終了後、講義の内容に対寸る理解度の評価試験と、本システムを用いた講義に対するアンケ

ート調査を行っt::.o

5. 受講生の感想・意見

アンケートに対し 63件の回答があり、「良かった」との意見 44件、「問題点がある」との意見

16件が上がって来たO その主なものは以下の通りである。

遠隔講義システムに対して:

良かった点

・講義の方法や進め方、説明位置の指示方法が新鮮だ、った。

-普段の講義と変わらなかった (15名から回答が寄せられた) 0 

.画面がすぐそばにあるので、説明文は読みやすかったO

・地方にいても有名な先生の講義を受けられるのは便利である。

問題点

・進度が速すぎてノートがとりづ、らかった。

-先生が、受講生側の映像の進度を加減してほしかったO

-質問をする機会はあったが、やりにくかった。

講義の内容に対して:

良かった点

・暗号化や認証の説明が丁寧でわかりやすかったO

・内容が興味深かったO スライドなど適切に使われてしザL

.現場の人の話を直接聞くことが出来てよかった。

問題点

-前半は分かりや寸かったが、後半は難しすぎた。

・技術に対してイメージが湧かなかった。具体例があれば分かりやすかったと思う 0

・いろいろな技術の紹介があったが、その技術を使った実演が見たい。
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6. 今後の展開

遠隔講義の評価のために、筆者等も講義を聴講した。その結果、音声、映像ともになめらかで

品質は良好であり、講義に使用しでも問題がないと判断できた。受講生の講義理解度の試験の結

果も、講師が前方で、講義を行った昨年度の集中講義の結果と差がなかった。また、インターネッ

トを使った遠隔講義が十分実用的で、あることが分かった。

今後の改善策としては、

(1)受講生からの意見・要望を満たすことが挙げられる。具体的な改善策としては、例えば、プ

ロジェクター表示画面を複数にし、①講師が説明している画面とは別に、一つ前の画面を表

示してやること、②受講生の受講伏況を講師ぺ云達できるようにすること、などが挙げられ

る。

(2)システムとしての改善として、予習や復習のために、資料や説明の内容を附Wページ、ある

いはビデオオンデマンド (VOD)に掲載し、何時でも閲覧できるようにすることなどが考えら

れる。これらの対策は、現行システムでも対応できる部分が多く、次回の遠隔講義の中で改

善してして予定である。

7. まとめ

インターネットを利用し、 2日間に渡ってサーバー設置型の遠隔会議システムを用いた遠隔講

義を行った。その結果、

①パソコンにマイクとスビーカー、それにプロジェクターを取り付けることにより、簡単に遠

隔講義を行うことができる。

②遠隔講義の予約もインターネット上の附Wページから比較的簡単にできる。

③遠隔会議システムは音声の途切れや映像の劣化がほとんど感じられず、受講者の感想「通常

の講義と遜色なし、」からも分かるように、遠隔講義システムとして問題なく使用できる。

④インターネットを利用した遠隔講義は、人の移動のための経費と時間を大幅に低減・短縮で

き、経済的である。

等を実証することがで、きた。

今後は受講生から指摘された問題点“特に講師の説明の進め具合と、受講生の理解度との適合

をどのようにしてとるのが'などについて検討するとともに、他の科目への適用についても検討

して、使用可能な科目を拡大して行く予定である。

注1)Internet Protocol Network :世界規模のコンビューター・ネットワーク

注2)URL二 http://附 w.ntt-at.co.jp/product/meetingperfe2 

-4-




